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対
　
象

70
歳
以
上
ま
た
は
老
人
保
健

で
医
療
を
受
け
る
人
の
中
で
、
一
定
以

上
の
所
得
が
あ
る
人(

課
税
所
得
百
四
十

五
万
円
以
上)

内
　
容

医
療
機
関
に
支
払
う
自
己
負

担
割
合
が
２
割
か
ら
３
割
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た(

９
月
30
日
現
在
で
１
割
の

人
は
変
更
な
し
）。

10 月 か ら 

急
速
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
保
険
制
度
を
維
持
し
将
来
に
わ

た
り
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
10
月
か
ら
医
療
保
険
制
度
が

一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

自
己
負
担
割
合
の
変
更

内
　
容

少
子
高
齢
化
対
策
の
一
環

で
、
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
に
受

け
ら
れ
る
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

が
、
現
行
の
30
万
円
か
ら
35
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

出
産
育
児
一
時
金
の
増
額

対
　
象

療
養
病
床
に
入
院
す
る
70
歳

以
上
の
人

内
　
容

こ
れ
ま
で
食
材
料
費
相
当
だ

け
を
負
担
し
て
い
ま
し
た
が
、
食
費
と

居
住
費
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

※
人
工
呼
吸
器
、
中
心
静
脈
栄
養
な
ど

を
要
す
る
患
者
や
脊
髄
損
傷(

四
肢
麻

痺
が
見
ら
れ
る
状
態)

、
難
病
な
ど
の

患
者
は
、
現
行
ど
お
り
食
材
料
費
だ

け
の
負
担

療
養
病
床
に
入
院
す
る
場
合
の
食

費
・
居
住
費
の
負
担
の
変
更

これまで 

２割負担 

10月から 

３割負担 

これまで 

子ども１人に300,000円 

10月から 

子ども１人に350,000円 

これまで 

食材料費相当を負担 
24,000円 

1か月の費用のめやす 
食　費　42,000円 
居住費　10,000円 

（注1） 所得の低い人は負担が軽減 

10月から 
課税世帯 非課税世帯 

30,000円 
（注１） 
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対
　
象

70
歳
未
満
の
人

内
　
容

同
じ
人
が
同
じ
月
内
に
、
同

一
の
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
自
己
負
担

額
の
合
計
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
、
申

請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
た
分
は
高
額
療
養
費
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
の
変
更

対
　
象

70
歳
以
上
の
人

内
　
容

同
じ
月
内
に
医
療
機
関
に
支

払
っ
た
自
己
負
担
額
の
合
計
が
高
額
に

な
っ
た
場
合
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る

と
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
は

高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

住
民
課
へ

※金額は１月当たりの限度額。【 】内の金額は、多数該当(過去12か月に３回以上高額療養費の支給を受け４回目以降の支給に該当)のとき
※８月から一定以上所得者に移行した70歳以上の人は、平成20年７月まで自己負担限度額を一般並み(44,400円)に据え置き
※人工透析を要する上位所得者は、自己負担限度額を１万円から２万円に引き上げ

これまで 
＜70歳未満の人＞ 

上位所得者 
（注2） 

一　　般 

低所得者 
(住民税非課税)

自己負担限度額(月額)

139,800円＋（医療費－466,000円）×1％ 
【77,700円】 

72,300円＋(医療費－241,000円)×1％ 
【40,200円】 

35,400円 
【24,600円】 

（注2） 年間所得670万円以上 

10月から 

上位所得者 
（注3） 

一　　般 

低所得者 
(住民税非課税)

自己負担限度額(月額)

150,000円＋（医療費－500,000円）×1％ 
【83,400円】 

80,100円＋(医療費－267,000円)×1％ 
【44,400円】 

35,400円 
【24,600円】 

（注3） 年間所得600万円以上 

＜70歳以上の人＞ 
これまで 

一定以上所得者 
（課税所得145万円以上） 

一　般 

低所得Ⅱ 

低所得Ⅰ 
（注4） 

自己負担限度額(世帯単位)外来(個人ごと)

72,300円＋(医療費－361,500円)×１％ 
【40,200円】 40,200円 

12,000円 40,200円 

24,600円 

15,000円 
8,000円 

（注4） 同一世帯の世帯主および被保険者が住民税非課税で、必要経費控除を差し 
　　   引いた所得が0円になる人 

10月から 

一定以上所得者 
（課税所得145万円以上） 

一　般 

低所得Ⅱ 

低所得Ⅰ 
（注4） 

自己負担限度額(世帯単位)外来(個人ごと)

80,100円＋(医療費－267,000円)×１％ 
【44,400円】 44,400円 

12,000円 44,400円 

24,600円 

15,000円 
8,000円 
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平
成
18
年
第
３
回
岡
垣
町
議
会
定
例
会
が
９
月
８
日
か
ら
29
日
に
行
わ
れ
、
条
例
な
ど
が

審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

○
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員

の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
家
公
務
員
・
地
方
公
務
員
の
公
務

災
害
補
償
法
と
同
じ
よ
う
に
、
通
勤
の

範
囲
な
ど
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
岡
垣
町
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

乳
幼
児
の
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
平
成
19
年
１
月
１
日
か
ら
、

５
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
対
象
に
初
診
、

往
診
料
を
無
料
に
し
ま
す
。

○
岡
垣
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

健
康
保
険
法
な
ど
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
10
月
１
日
か
ら
、
一
定
以
上
の
所

得
が
あ
る
70
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
一

部
負
担
金
の
割
合
が
、
二
割
か
ら
三
割

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
少
子
化
対
策
と
し
て
出
産
育

児
一
時
金
の
額
が
三
十
万
円
か
ら
三
十

五
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

○
平
成
18
年
度
岡
垣
町
一
般
会
計
補
正

予
算

６
月
と
７
月
の
集
中
豪
雨

に
よ
り
被
害
が
発
生
し
た
町

道
湯
川
・
内
浦
線
な
ど
の
公

共
土
木
施
設
、
農
地
・
農
業

用
施
設
の
復
旧
に
か
か
る
経

費
約
五
千
五
百
万
円
、
漏
水

が
著
し
い
糠
塚
徳
楽
た
め
池

の
改
修
工
事
費
約
千
二
百
五

十
万
円
な
ど
、
約
一
億
二
百

四
十
二
万
円
を
増
額
し
ま
し

た
。

○
平
成
18
年
度
岡
垣
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
制
度
の
財

政
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
、

10
月
１
日
か
ら
保
険
財
政
共
同
安
定
化

事
業
を
創
設
し
、
県
内
の
市
町
村
国
保

間
の
保
険
料
の
平
準
化
・
財
政
を
安
定

化
す
る
た
め
の
拠
出
金
と
、
70
歳
以
上

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
所
得
区
分

の
判
定
基
準
の
見
直
し
に
よ
る
電
算
シ

ス
テ
ム
開
発
業
務
委
託
料
を
約
一
億
四

千
三
百
二
万
円
増
額
し
ま
し
た
。

○
平
成
18
年
度
岡
垣
町
老
人
保
健
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

老
人
医
療
受
給
者
の
所
得
区
分
の
判

定
基
準
の
見
直
し
に
よ
る
電
算
シ
ス
テ

ム
開
発
業
務
委
託
料
を
約
50
万
円
増
額

し
ま
し
た
。

○
平
成
17
年
度
岡
垣
町
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
17
年
度
岡
垣
町
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

○
平
成
17
年
度
岡
垣
町
老
人
保
健
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

○
平
成
17
年
度
岡
垣
町
住
宅
新
築
基
金

等
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
17
年
度
岡
垣
町
水
道
事
業
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
17
年
度
岡
垣
町
下
水
道
事
業
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

決
算
に
つ
い
て
は
、
10
月
25
日
号
で

詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議 会 報 告

条
例
の
改
正

補
正
予
算

決
算
認
定

平成19年1月1日から５歳未満の乳幼児医療費が無料になります
(写真は中部保育所運動会から)



物件 
番号 

売却物件 
（福岡県遠賀郡岡垣町） 

地　目 公募面積 用途地域 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

大字三吉字大河原391番16 

大字三吉字牟田378番6 

吉木東二丁目695番11 

大字戸切字畑1496番１ 

大字海老津字田代547番18 

旭台四丁目1063番26 

旭台五丁目560番582 

桜台156番36 

中央台二丁目190番13 

海老津駅南二丁目18番16

無指定 

無指定 

第１種低層住居専用地域 

無指定 

無指定 

無指定 

第１種住居地域 

第１種住居地域 

第１種低層住居専用地域 

第１種住居地域 

宅　地 

雑種地 

雑種地 

雑種地 

宅　地 

雑種地 

宅　地 

宅　地 

雑種地 

雑種地 

140.43㎡ 

349㎡ 

349㎡ 

365㎡ 

243.89㎡ 

165㎡ 

48.90㎡ 

217.02㎡ 

177㎡ 

212㎡ 

5

岡
垣
町
で
は
、
構
造
改
革
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
町
有
地(

普

通
財
産)

を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

受
付
期
間

10
月
23
日
(月)
〜
11
月
10
日

(金)
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
５
時
30
分

※
閉
庁
日(

土
・
日
・
祝
日)
を
除
く

入
札
日

11
月
17
日
(金)

※
入
札
は
１
物
件
ず
つ
行
い
ま
す

入
札
場
所

岡
垣
町
役
場

※
入
札
参
加
に
必
要
な
要
件
や
申
し
込

み
方
法
な
ど
を
記
載
し
た
要
領
は
、

管
財
課
ま
た
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

管
財
課
へ

物
件
２

▼

物
件
８

▼

物
件
10

▼
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役場・教育委員会 1282―1211

情報プラザ人の駅 1281―2005

こども未来館 1281―5501

東部公民館 1282―0035

中央公民館 1282―0162

西部公民館 1282―7476

町民武道館 1282―6111

岡垣サンリーアイ 1282―1515

社会福祉協議会 1283―2940

シルバー人材センター 1282―4688

いこいの里高齢者等相談センター

1283―0033

岡垣町高齢者・障害者相談センター

1282―5167

岡垣町東部高齢者・障害者相談センター

1282―5103

岡垣町公式ホームページアドレス
http://www.town.okagaki.fukuoka.jp
まちの情報や過去の広報おかがき
などを見ることができます

情報プラザ人の駅ホームページアドレス
http://www.town.okagaki.fukuoka.jp/plaza/

※
受
講
済
み
ス
タ
ン
プ
の
押
し
て
あ
る

テ
キ
ス
ト
持
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
1
２
０
１
‐
４
１
８

１
へ
　

検
察
審
査
会
は
犯
罪
の
被
害
者
や
犯

罪
を
告
訴
・
告
発
し
た
人
か
ら
検
察
官

の
不
起
訴
処
分
を
不
服
と
し
て
申
立
て

が
あ
っ
た
と
き
に
審
査
を
始
め
ま
す
。

小
倉
検
察
審
査
会
管
内
で
審
査
を
担

当
す
る
の
は
、
選
挙
権
を
持
つ
国
民
の

中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察

審
査
員
で
す
。

審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
は
、
国
民

の
代
表
と
し
て
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
せ
先

福
岡
地
方
裁
判
所
小
倉

支
部
内
小
倉
検
察
審
査
会
事
務
局
1
５

６
１
‐
３
４
３
１
へ

原
爆
被
爆
者
二
世
で
希
望
す
る
人
を

対
象
に
無
料
で
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

と
　
き
・
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
　
○
遠

賀
中
間
医
師
会
病
院(

1
２
８
２
‐
０
１

８
１)
＝
午
前
８
時
30
分
〜
11
時
○
宗

像
医
師
会
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー(

1
０
９

４
０
‐
３
７
‐
０
０
０
７)

＝
午
前
９
時

〜
11
時
・
午
後
１
時
〜
３
時
　
い
ず
れ

も
19
年
２
月
28
日
(水)
ま
で(

土
、
日
、

祝
祭
日
、
年
末
年
始
を
除
く)

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
健
康
対
策
課

1
０
９
２
‐
６
４
３
‐
３
２
７
０
へ

里
親
と
は
、
親
の
病
気
や
離
婚
な
ど

で
温
か
い
家
庭
を
求
め
て
い
る
子
ど
も

を
、
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
養
育
し

て
く
れ
る
人
の
こ
と
で
す
。

福
岡
県
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
、

家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど

も
た
ち
が
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
子
ど

も
た
ち
を
温
か
く
受
け
入
れ
、
養
育
し

て
く
れ
る
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

中
央
児
童
相
談
所
宗
像

支
所
1
０
９
４
０
‐
３
７
‐
３
２
５
５
へ

予
防
接
種
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、

岡
垣
町
で
は
無
料
で
受
け
ら
れ
る
経
過

措
置
を
行
い
ま
す
。
事
前
に
予
約
し
て
、

母
子
健
康
手
帳
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。

対
象
者

平
成
10
年
10
月
１
日
〜
平
成

17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
あ
て
は
ま
る
人

○
麻
し
ん
、
風
し
ん
の
ど
ち
ら
か
の
予

防
接
種
を
受
け
て
お
り
、
接
種
し
て

い
な
い
方
の
予
防
接
種
を
希
望
す
る

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
で
は
、

犬
舎
の
補
修
工
事
の
た
め
、
10
月
31
日

(火)
ま
で
犬
の
引
き
取
り
を
休
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
1
２
０
１
‐
４
１
８
１
へ

は
じ
め
て
犬
を
飼
う
人
、
飼
っ
た
経

験
は
あ
る
け
ど
疑
問
や
不
安
が
あ
る

人
、
正
し
い
犬
の
飼
い
方
を
学
び
ま
せ

ん
か
。

と
　
き

11
月
15
日
(水)
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

(

水
巻
町)

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月
１
日

(水)
〜
14
日
(火)
に
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
1
２
０
１
‐
４
１
８
１
へ

動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
に
引
き
取
ら
れ

た
小
犬
の
譲
渡
会
を
行
い
ま
す
。

と
　
き

11
月
22
日
(水)
午
後
１
時
〜
受

付と
こ
ろ

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

参
加
料

無
料

対
　
象

こ
れ
か
ら
犬
を
飼
う
人
の
た

め
の
講
習
会
を
６
か
月
以
内
に
受
講
し

た
人

お
知
ら
せ

知
っ
て
お
き
た
い
検
察
審
査
会

犬
の
引
き
取
り
休
止
の
お
知
ら
せ

こ
れ
か
ら
犬
を
飼
う
人
の
講
習
会

小
犬
の
地
域
譲
渡
会

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
健
康
診
断

10
月
は
里
親
月
間
で
す

麻
し
ん(

は
し
か)

・
風
し
ん

予
防
接
種
の
経
過
措
置
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途中狙いとは、銀行などの金融機関やＡＴＭ
(現金自働預払機)で現金を引き出して帰る途中を
狙い、バッグや財布を奪うものです。
犯行は複数で行われることが多く、「背中が汚
れていますよ」と声を掛けたり、道を尋ねたりし
て一人が注意をそらし、もう一人が財布を盗み
ます。
ATMで現金を引き出している人の背後から暗

証番号をのぞき見て、キャッシュカードを盗み
現金を引き出す事件も多発しています。
対　策
○金融機関やATMで現金を引き出す最中や引き
出した後は、手荷物に注意する

○高額の現金を引き出すときは、なるべく複数
で行動する

○ATMの周囲で不審な動きをしている人物がい
たら、係員か警察に連絡する

問い合わせ
折尾警察署1691－0110または岡垣町防犯協会
(地域づくり課)へ

途中狙いをご存知ですか

人
○
す
で
に
麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
に
か

か
り
、
か
か
っ
て
い
な
い
方
の
予
防

接
種
を
希
望
す
る
人

○
麻
し
ん
、
風
し
ん
の
ど
ち
ら
も
接
種

し
て
お
ら
ず
、
ま
た
ど
ち
ら
も
か
か

っ
て
い
な
い
人

定
期
予
防
接
種
の
第
１
期
、
第
２
期

に
該
当
す
る
人
は
、
定
期
接
種
と
な
り

ま
す
。

○
第
１
期
＝
生
後
12
か
月
〜
23
か
月

○
第
２
期
＝
小
学
校
入
学
前
の
１
年
間

(

入
学
す
る
前
年
の
４
月
１
日
〜
入
学

す
る
年
の
３
月
末
日)

に
該
当
す
る
人

※
対
象
者
で
、
６
月
２
日
か
ら
８
月
31
日

ま
で
に
任
意
接
種
を
受
け
、
す
で
に
接

種
料
金
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
こ
ど
も

未
来
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

期
　
間

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

指
定
医
療
機
関

遠
賀
中
間
医
師
会
に

加
入
し
、
麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接
種

を
実
施
す
る
医
療
機
関
と
公
園
通
り
ク

リ
ニ
ッ
ク(

岡
垣
町
民
に
限
る)

問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
未
来
課
へ

最
低
賃
金
は
、
労
働
者
の
労
働
条
件
改

善
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

福
岡
県
で
は
10
月
１
日
か
ら
１
時
間
当

た
り
六
百
五
十
二
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
労
働
局
労
働

政
策
課
1
０
９
２
‐
６
４
３
‐
３
５
８
７
へ

ご
存
知
で
す
か
、
最
低
賃
金

岡
垣
町
職
員
人
事
異
動(

退
職
・
人
事
異
動)

※(
)

内
は
前
所
属

《
退
職
》

９
月
30
日
付

○
岩
崎
生
夫(

建
設
課)

《
人
事
異
動
》

８
月
１
日
付

【
係
長
級
】

○
彌
永
久
美
こ
ど
も
未
来
課
中
部

保
育
所
長
・
係
長
昇
格(

中
部
保
育

所)10
月
１
日
付

【
課
長
級
】

○
小
田
勝
人
建
設
課
長(

管
財
課

長)

○
田
口
貫
次
会
計
課
長(

企
画

政
策
室
付
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
務
局
長)

○
筑
紫
利
英
管
財
課

長(

会
計
課
長)

○
秋
武
光
男
企
画

政
策
室
付
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
事

務
局
長
・
課
長
昇
格(

住
民
課
課
長

補
佐)

○
魚
澄
ミ
ネ
子
会
計
課
課
長

補
佐
・
課
長
補
佐
昇
格(

会
計
課
会

計
係
長)
○
二
村
繁
敏
企
画
政
策
室

付
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務

局
長
・
課
長
補
佐
昇
格(

住
民
課
国

保
年
金
係
長)

【
主
幹
】

○
川
原
勝
博
公
民
館
分
館
長(

企
画

政
策
室
付
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
事

務
局
長)

【
係
長
級
】

○
江
上
雅
子
住
民
課
国
保
年
金
係

長(

企
画
政
策
室
付)

○
俵
口
賢
一

総
務
課
東
部
出
張
所
長(

情
報
推
進

課
情
報
政
策
係
長)

○
岩
崎
純
治
住

民
課
住
民
係
長
・
係
長
昇
格(

総
務

課)

○
高
橋
賢
志
情
報
推
進
課
情
報

政
策
係
長
・
係
長
昇
格(

情
報
推
進

課)

○
来
田
理
企
画
政
策
室
・
統
括

主
査
昇
格(

企
画
政
策
室)

【
係
員
】

○
野
口
研
治
税
務
課(

環
境
共
生

課)

○
山
形
英
之
総
務
課(

税
務
課)
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水
巻
町
で
は
、
次
の
町
有
地
を
一
般

競
争
入
札
で
売
却
し
ま
す
。

物
　
件

水
巻
町
梅
ノ
木
団
地
１
番
82

(

宅
地
三
百
三
十
・
五
八
平
方
メ
ー
ト
ル

近
隣
商
業
地
域)

売
却
予
定
額

二
千
二
百
四
十
九
万
二

千
八
百
円

と
　
き

10
月
25
日
(水)
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ

水
巻
町
役
場

問
い
合
わ
せ

10
月
24
日
(火)
ま
で
に
水

巻
町
役
場
1
２
０
１
‐
４
３
２
１
へ

福
岡
県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

祭
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
参
加
資

格
は
い
ず
れ
も
60
歳
以
上
の
人
で
す
。

申
込
書
は
健
康
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

○
囲
碁

と
　
き

11
月
12
日
(日)

と
こ
ろ

福
岡
囲
碁
会
館(

福
岡
市
博
多

区)申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
31
日

(火)
ま
で
に
日
本
棋
院
九
州
本
部
1
０
９

２
‐
４
１
１
‐
５
７
６
８
へ

○
将
棋

と
　
き

11
月
12
日
(日)

と
こ
ろ

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

春
日
市)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
31
日

(火)
ま
で
に
日
本
将
棋
連
盟
福
岡
県
支
部

連
合
会
1
０
９
４
８
‐
２
３
‐
３
６
６

０
へ

○
ペ
タ
ン
ク

と
　
き

11
月
12
日
(日)

と
こ
ろ

ま
ど
か
パ
ー
ク(

大
野
城
市)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
19
日

(木)
ま
で
に
福
岡
県
ペ
タ
ン
ク
協
会
1
０

９
２
‐
８
９
１
‐
１
４
５
６
へ

○
ボ
ウ
リ
ン
グ

と
　
き

11
月
12
日
(日)

と
こ
ろ

サ
ン
ア
ロ
ー
ボ
ウ
ル(

福
岡
市

博
多
区)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
20
日

(金)
ま
で
に
福
岡
県
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟
1

０
９
２
‐
４
３
３
‐
６
１
６
５
へ

○
グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

と
　
き

11
月
21
日
(火)

と
こ
ろ

春
日
公
園
球
技
場(

春
日
市)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
21
日

(土)
ま
で
に
福
岡
県
グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
1
０
９
２
‐
５
９
２
‐
７
２
５
５
へ

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

と
　
き

11
月
26
日
(日)

と
こ
ろ

名
島
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト(

福
岡
市
東
区)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
31
日

(火)
ま
で
に
福
岡
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

1
０
９
２
‐
６
６
１
‐
０
１
１
５
へ

○
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

と
　
き

11
月
12
日
(日)

と
こ
ろ

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

春
日
市)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月
４
日

(土)
ま
で
に
福
岡
県
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
協

会
1
０
９
２
‐
７
３
３
‐
５
０
２
０
へ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
後
期
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。
ボ
ー
ル
体
操
や
ス
ト
レ

ッ
チ
で
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
維
持
に

も
役
立
ち
ま
す
。

○
水
曜
日
コ
ー
ス(

毎
週
水
曜
日)

と
　
き

11
月
１
日
〜
３
月
28
日
の
午

前
10
時
か
ら
１
時
間
30
分
程
度

と
こ
ろ

町
民
武
道
館

参
加
費

五
千
円

○
土
曜
日
コ
ー
ス(

第
１
・
３
・
５
土
曜
日)

と
　
き

11
月
４
日
〜
３
月
31
日
の
午

前
10
時
か
ら
１
時
間
30
分
程
度

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

参
加
費

三
千
円

募
集
人
員

と
も
に
15
人(

先
着
順)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
16
日
(月)
か
ら
電
話
で
社
会
教
育
課

へ
冬
休
み
海
外
派
遣
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

内
　
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
キ
ャ
ン
プ
、

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、

文
化
交
流
、
地
域
見
学
、
ク
リ
ス
マ
ス

体
験
、
牧
場
体
験
、
無
人
島
生
活

派
遣
先

グ
ア
ム
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

フ
ィ
ジ
ー

対
　
象

小
学
校
３
年
生
〜
高
校
３
年

生参
加
費

十
七
万
五
千
円
〜
二
十
九
万

八
千
円(

共
通
経
費
は
別
途)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月
２
日

(木)
ま
で
に
国
際
青
少
年
研
修
協
会

1
０
３
‐
３
３
５
９
‐
８
４
２
１
へ

対
　
象

高
等
学
校
を
平
成
19
年
３
月

に
卒
業
見
込
み
の
人

募
集
科
目

○
自
動
車
整
備
科
20
人
○

空
調
シ
ス
テ
ム
科
30
人
○
印
刷
デ
ザ
イ

ン
科
30
人
○
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
管
理
科
30

人
○
電
気
設
備
科
30
人

ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

募
　
　
集

冬
休
み
は
海
外
で

技
術
を
身
に
付
け
よ
う

水
巻
町
の
町
有
地
を
売
却
し
ま
す

楽
し
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
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試
験
日

12
月
１
日
(金)
※
学
科
試
験
、

適
性
検
査
、
面
接

※
受
験
料
、
受
講
料
無
料(

教
科
書
な
ど

は
自
己
負
担)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月
16
日

(木)
ま
で
に
福
岡
高
等
技
術
専
門
校
1
０

９
２
‐
６
８
１
‐
０
２
６
１
へ

テ
ー
マ

○
自
分
の
ま
ち
の
好
き
な
風

景
○
こ
ん
な
ま
ち
に
住
ん
で
み
た
い

対
　
象

中
学
生
以
上

※
募
集
要
領
は
建
設
課
へ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
11
月
15
日

(水)
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
男
女
・
子
育
て

環
境
改
善
研
究
所
1
０
９
２
‐
７
６

１
‐
４
３
４
６
へ

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
で
は
、

次
の
よ
う
な
事
業
に
助
成
を
し
ま
す
。

○
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
基
金

地
域
の
福
祉
・
介
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
社
会
参

加
の
促
進
な
ど
に
関
す
る
事
業

○
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
支
援
基
金

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
育
成
・
強
化
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
障
害
者
の
社
会
参

加
の
推
進
な
ど
に
関
す
る
事
業

○
子
育
て
支
援
基
金

地
域
や
家
庭
に
お
け
る
子
育
て
支
援
、

青
少
年
の
非
行
防
止
・
健
全
育
成
な
ど

に
関
す
る
事
業

○
地
方
分
モ
デ
ル
事
業

地
域
や
家
庭
に
お
け
る
子
育
て
支
援
事

業
に
関
す
る
こ
と
の
う
ち
、
携
帯
電
話
メ

ー
ル
に
よ
る
子
育
て
情
報(

防
犯
・
防
災
、

イ
ベ
ン
ト
、
医
療
な
ど)

配
信
事
業

助
成
額

二
百
万
円
ま
で

対
　
象

公
益
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
法
人
格
の
な
い
任
意
に

設
立
さ
れ
、
実
施
体
制
が
整
っ
て
い
る

団
体

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
31
日

(火)
ま
で
に
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
1

０
９
２
‐
５
８
４
‐
３
３
７
７
へ

期
　
間

○
第
１
期
＝
冬
休
み
期
間
中

○
第
２
期
＝
平
成
19
年
３
月
春
休
み
期

間
中

勤
務
地

集
い
の
家

時
　
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分

時
　
給

七
百
八
十
円

資
　
格

○
看
護
師
、
保
育
士
、
教
諭
な
ど
の
資

格
を
持
つ
、
障
害
児
に
理
解
が
あ
る

人
○
年
間
を
通
し
て
働
け
る
人

○
年
齢
50
歳
位
ま
で(

男
女
問
わ
ず)

募
集
人
数

若
干
名

締
　
切

○
第
１
期
＝
11
月
10
日
(金)
、

○
第
２
期
＝
平
成
19
年
１
月
20
日
(土)

問
い
合
わ
せ

障
害
児
学
童
保
育
岡
垣

町
ス
テ
ッ
プ(

古
田)

1
０
９
０
‐
１
９
２

９
‐
０
０
５
７
へ

国
で
は
、
10
月
を
構
造
改
革
特
区
、

規
制
改
革
・
民
間
開
放
集
中
受
付
月
間

と
し
、
個
人
・
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
な
ど
か
ら
提
案
を
受
け
付
け
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
考
え
た
次
の
よ
う
な
ア
イ

デ
ア
を
、
国
に
提
案
で
き
ま
す
。

○
規
制
の
緩
和
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

○
国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
の
移
譲

○
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
へ
の
開
放

締
め
切
り

10
月
31
日
(火)

制
度
の
詳
細
・
提
出
方
法

構
造
改
革

特
別
区
域
推
進
本
部
、
規
制
改
革
・
民

間
開
放
推
進
本
部
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
室
へ

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
を

提
案
し
ま
せ
ん
か

障
害
児
学
童
保
育
指
導
員

福
岡
県
景
観
文
化
展
絵
画
募
集

法
人
な
ど
の
活
動
を
応
援
し
ま
す

家庭からはじめるCO2削減 家庭からはじめるCO2削減 家庭からはじめるCO2削減 
岡垣版環境ＩＳＯ参加家庭募集 

アイエスオー 

温暖化防止のため、国、地域を越えたさまざまな取り組みが
行なわれていますが、まず自分にできることから始めることが
大切です。
岡垣町では、町独自の温暖化防止の取り組みとして、環境に

やさしい家庭を募集します。
取り組みの例
○照明などのスイッチは小まめに切る
○できるだけ公共交通機関を利用する
○風呂の残り湯や雨水などを有効に利用
する

○買い物にはマイバックを持参し、ごみ
になるものを減らすなど

１年間取り組んだ家庭には、環境優良
家庭として町長の認定書を交付します。

申し込み・問い合わせ
環境共生課・情報プラザ人の駅・中央公民館・東部公民館・西
部公民館にある申込書を10月31日(火)までに環境共生課へ
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い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

10
月
20
日
(金)
午
後
６
時

30
分
〜
７
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

朗
読
の
会
「
言
の
葉
」

(

朗
読)

曲
　
目

南
極
の
ペ
ン
ギ
ン
　
ほ
か

※
入
場
無
料

川
井
郁
子
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

2
0
0
6
L
a
J
a
p
o
n
a
is
e

と
　
き

11
月
17
日
(金)
午
後
７
時

と
こ
ろ

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル(

全
席

指
定)

入
場
料

三
千
円(

当
日
三
千
三
百

円)ス
ポ
ッ
ト
講
座
受
講
生
募
集

○
は
じ
め
て
の
陶
芸
〜
カ
ッ
プ
＆

ソ
ー
サ
ー
＆
ス
プ
ー
ン
〜

と
　
き

①
11
月
10
日
(金)
②
11
月

17
日
(金)
③
12
月
１
日
(金)
午
前
10
時

〜
２
時
間
程
度

と
こ
ろ

①
創
作
室(

成
形)

②
秀

高
窯(
施
釉)

③
２
０
３
会
議
室(

お

渡
し)

受
講
料

五
百
円

教
材
費

千
円

締
切
日

11
月
７
日
(火)

○
手
打
ち
そ
ば
〜
ざ
る
そ
ば
・
か

け
そ
ば
〜

と
　
き

11
月
19
日
(日)
・
12
月
17

日
(日)
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ

調
理
室

受
講
料

二
千
円(

２
回
分)

教
材
費

千
四
百
円(

２
回
分)

締
切
日

11
月
12
日
(日)

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
ス
ポ
ッ
ト
企

画
参
加
者
募
集

筋
力
ア
ッ
プ
教
室
〜
理
論
と
実
践
〜

自
宅
で
で
き
る
貯
筋
運
動(

高
齢
期

に
な
っ
て
も
楽
し
く
元
気
！)

と
　
き

10
月
27
日
(月)
午
前
10
時

30
分
〜
正
午

と
こ
ろ

小
ホ
ー
ル

講
　
師

健
康
運
動
指
導
士
　
高

橋
八
十
弥

参
加
料

千
五
百
円

定
　
員

20
人(

先
着
順)

締
切
日

10
月
27
日
(月)

持
参
品

シ
ュ
ー
ズ
・
動
き
や
す

い
服
装
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

岡
垣

サ
ン
リ
ー
ア
イ
ま
た
は
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ジ
ム(

1
２
８
２
‐
５
８
５
８)

へ

“

“

募集案内は、企画政策室・情報プラ

ザ人の駅にあります。

採用人数 １人

受験資格 保育士証の交付を受けた50

歳までの人

勤 務 地 中部保育所

勤務時間 勤務時間などは岡垣町職員

に準じます

試 験 日 11月15日(水)

申し込み・問い合わせ

10月31日(火)までに履歴書と有資格証

の写しを企画政策室へ

岡 垣岡 垣 町町
嘱託保育士嘱託保育士
募　　　集募　　　集

福
岡
県
市
町
村
振
興
協
会
で
は
、
家
庭

介
護
の
日
常
の
知
識
か
ら
、
正
し
い
考
え

方
、
方
法
な
ど
、
す
ぐ
に
役
立
つ
技
術
習

得
の
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き

11
月
11
日
(土)
、
12
日
(日)
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
３
時
10
分

と
こ
ろ

遠
賀
町
ふ
れ
あ
い
の
里

対
　
象

家
庭
介
護
を
し
て
い
る
人
、

お
年
寄
り
の
自
立
を
目
指
し
た
お
世
話

や
病
気
の
予
防
、
家
庭
で
の
介
護
の
方

法
な
ど
を
学
び
た
い
人

受
講
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

麻
生
教
育

サ
ー
ビ
ス
1
０
９
２
‐
４
８
２
‐
７
０

０
６
へ

と
　
き

11
月
11
日
(土)
、
12
日
(日)

と
こ
ろ

北
九
州
学
術
研
究
都
市
内

（
若
松
区
）

内
　
容

吉
村
作
治
氏
講
演
会
、
科
学

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
作
教

室
、
小
学
生
手
作
り
ラ
ジ
オ
教
室
、
乗

馬
体
験
な
ど

問
い
合
わ
せ

北
九
州
産
業
学
術
推
進

機
構
1
６
９
５
‐
３
１
１
１
へ

講
　
　
座

催
　
　
し

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
、
さ
せ
な
い

北
九
州
学
術
研
究
都
市
ひ
び
き
の
祭
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がんばった人にマル　─スポーツ結果─

ところ 町民総合グラウンド
松ヶ台グラウンド

準優勝 山田ビクトリー

と　き ８月27日
ところ 町民弓道場
《競射》
優　勝 川原　正訓
準優勝 麻生　圭介
第３位 神谷　和生

と　き ８月27日・９月３
日・10日

ところ 町民総合グラウンド

優　勝 公園通りサンリーズ
準優勝 吉木ソフトボールク

ラブ
第３位 野間ソフトボールク

ラブ
東山田集まろう会

と　き ８月27日
ところ 若松武道場
《小学２年生の部》
第三位 宮城　壯介
《中学１年生の部》
第三位 渡辺　龍馬
《中学３年生の部》

第三位　山本康二郎
大谷　修治

《中学団体の部》
第三位 岡垣東中学校(石
田・木村・山本)

と　き ９月５日
ところ すぱーく岡垣
優　勝 白谷(後藤・石川・
中山・下川路・高野)
準優勝 東山田(太田・河
村・下川武・松田・松丸）
第三位 東高陽(徳貞・安
田・広瀬・大和・村上）

と　き ８月25日
ところ 町民総合グラウンド
《男子の部》
優　勝 早野　　孝
準優勝 浜中　邦夫
第三位 大野　洋年
《女子の部》
優　勝 原　　秀子
準優勝 岡村　淳子
第三位 大賀恵美子

と　き ８月20日・27日

グラウンドゴルフ８月度例会

８月度月例弓道射会

第１回九電杯北九州西地区
少年柔道大会

ソフトボール秋季大会

ゲートボール男子選手権大会

第19回おんが自動車学校旗
争奪戦少年軟式野球大会

生 涯 学 習 コ ラ ム ③ 

生涯学習コラムも第３回となりました。「読みましたよ」「共感してい

ます」「わたしも仲間づくりがしたい」など、ときどき役場やまちで声を

掛けていただいてとてもうれしく思っています。私たちは「出会い・

ふれあい・学び愛」をキャッチフレーズに日々業務を行っています。

やはり人間は、人の話を聞き、我も語り、切磋琢磨して成長していく

ものなのだと実感しています。

さて、いよいよ岡垣町も創年のたまり場づくりに向けて動き出します。

今まで町内の活動に参加していなかった人は新たな世界を知ることに、サークルなどに入っている人は

さらに活動の輪が広がることになるでしょう。互いに活力を与え合う集いになることは間違いなしです。

★第1回創年のひらめき講座　～キラッと光る創年をめざして～
と　き 11月14日(火)午後７時30分～９時　※午後７時から受付

ところ 東部公民館

テーマ 創年の知恵をまちづくりに活かす！～創年は人生の知恵をたくわえた人たち～

講　師 古市勝也さん(九州共立大学・九州女子大学・九州女子短期大学生涯学習研究センター所長)

申し込み・問い合わせ 社会教育課へ

創年のひらめき講座は、今後体験型講座(ワークショップ)や一人一品料理を持ち寄るポットラックパ

ーティーなど、いろいろな企画が盛りだくさんです。当日飛び入りも大歓迎です。お待ちしています。

社会教育課　久留　智美

創年のひらめき講座に、みんな集まれ！
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％
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今回の
表　紙

９月23日、東部・中部保育所で運動会が行われました。写真は中部保育所月組のカラーリング体操の様子。みんな楽
しく上手にできました。さわやかな秋晴れの下、子どもたちとカメラを構えた家族の笑顔でいっぱいでした。
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▲私はマイ箸を持ち歩い
ています！

現状を見てみましょう
割り箸問題について詳しく調べてみました。まず、日本の割り箸の多くは、丸太から柱や板を取った残り

の端材を使っており、木材の特性を活かしつつ無駄なく利用する、資源の有効活用です。しかし、現在次の
ような状況もあります。
①日本では割り箸をどのくらい使っているのか？
年間約250億膳使っている。それは１年で１人あたり約200膳使っている計算に

なる。
②割り箸はどこから来ているのか？
日本で使用されている割り箸の約90パーセントが輸入で、ほとん
どが中国からである。(国産割り箸は、総需要の６％しか占め
ない。)
使用される木材は一斉に伐採され、その後の植林な
どは措置がとられていないところが多く、森林
が減少する一因となっている。

限りある資源が捨てられるのはも
ったいないですね。

割り箸
ばし

問題

ままままつつつつりりりり岡岡岡岡垣垣垣垣のののの飲飲飲飲食食食食店店店店でででで割割割割りりりり箸箸箸箸専専専専用用用用ゴゴゴゴミミミミ箱箱箱箱をををを置置置置ききききまままますすすす。。。。使使使使っっっったたたた割割割割りりりり箸箸箸箸ははははリリリリササササイイイイククククルルルルにににに！！！！

「いただきます」でパチーンと割って「ごちそうさま」で捨てられる割り箸･･･。
私は来日したとき、割り箸の使用量に驚きました。時間が経てば経つほど、気になったまま、「しょうがな

い、生活の当たり前のことだ」と考えるようになってしまいました。みなさんもこの状態になっているので
しょうか。
しかし、ある日その考え方を逆転させるきっかけに出会いました。大分に住んでいた同僚の国際交流員と

一緒に昼ご飯を食べに行ったとき、彼女はマイ箸を出して、もう一膳を私にくれました。彼女の国際交流活
動の一つでした。「マイ箸環境活動：条件①使う②伝える」。それ以後、改めて私の興味を引きました。

私たちにできることは？
マイ箸運動に参加する
割り箸リサイクルを行う
全国のＮＰＯ法人や市町村、企業や小学校などで、割り箸リサイクルの

動きが出始めています。

回収された割り箸はどうなる？
紙製品、炭、ダンボール、家具の材料、ハガキなどになります。

もう少し詳しく言えば…
割り箸３膳でハガキ１枚、あるいはＡ４サイズのコピー用紙１枚
100膳で週刊誌１冊分の用紙
2500膳でティッシューペーパー15箱分の紙

あなたは、「マイ箸」派？それとも「割り箸リサイクル」派？環境問題を考
えるきっかけとして、運動に参加してみてはいかがでしょうか。

お気に入りの竹製のマイ箸。
ネーム入りです！
素敵でしょ？

参考資料：「循環型社会白書平成17年版」／環境省
「割り箸から見た環境問題」／東京大学環境学生サークル


